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今月のカバー

映画ドラえもん のび太の南極カチコチ大冒険

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

102,358人
48,868人
53,490人

44,967世帯
448.33㎢ 

平成29年４月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

ラブ
表が赤で、裏が白の花弁を持つ、剣

けん
弁
べん
高
こう

芯
しん
咲きの品種。花は小ぶりで多花性、一

輪咲き又は数輪の房咲きになります。名
前の意味はそのまま「愛」。

（－ 972）
（－ 561）
（－ 411）
（－ 238）

◎上映時間（101分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円

問リナシティかのや　☎0994-35-1001

偶然見つけたリングに導かれ辿
たど

り着いた
のは、極寒の地・南極。ドラえもんが、
すべてがカチコチに凍ってしまう史上最
大の危機…。クライマックスには、誰も
想像し得ない真相と未来が待ち構える。
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上映中

特
別
割
引
券

割
引

券
を

お
持

ち
の

人
は

300円

（
高

校
生

以
下

は
200円

）を
割

引し
ま

す
。

※
60歳

以
上

の
人

は
割

引
対

象
外

で
す

。

映
画ド
ラえ
もん

のび
太の南極

カチコチ大冒険

「ボニー」
昨年５月、かのやばら園で撮影した、
つるバラの「ボニー」。木に巻きついた
ピンク色の小ぶりの花がとてもかわい
らしいですね。現在開催中の「かのや
ばら祭り2017春」でも楽しめます。



明日への

扉

Ｆ
Ｍ
か
の
や（
77・２
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）

５
月
29
日（
月
）９
時
５
分
か
ら

隈
﨑 

和
代
さ
ん
が
出
演
（予定）

No.30

隈
くま

﨑
さき

 和
かず

代
よ

 さん

　

も
と
も
と
、
い
ろ
い
ろ
な
お
店
に
行
っ

た
り
、
お
店
を
通
じ
て
人
と
つ
な
が
っ
た

り
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
活
動
を

し
て
い
く
中
で
、
大
隅
に
あ
る
魅
力
的
な

お
店
を
一
か
所
に
集
め
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
い
た
ら
、
面
白
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
隅
に
は
、

い
い
物
を
売
っ
て
い
る
の
に
、
知
ら
れ
て

い
な
い
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
口

コ
ミ
な
ど
の
つ
な
が
り
か
ら
、
い
い
お
店

を
見
つ
け
て
、
そ
の
店
主
の
想
い
や
こ
だ

わ
り
を
聞
い
て
い
く
う
ち
に
、こ
の
品
を
、

こ
の
店
主
を
、
前
に
出
し
て
あ
げ
て
応
援

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
た

め
、
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
同
じ
空
間
で

笑
っ
て
過
ご
せ
ら
れ
る
よ
う
、
大
隅
の
自

然
・
空
気
・
食
べ
物
を
大
事
に
残
し
て
あ

げ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
声
を
大
に
し
て
も
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
を
発
信
し
て
も
、
限
界

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
自
ら
運
営

す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
ら
自
由
に
発
信
で

き
る
」
と
、
市
役
所
の
協
力
も
得
な
が
ら

立
ち
上
げ
た
の
が
、
大
隅
の
食
品
や
雑
貨

な
ど
を
発
信
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト

「
お
お
す
み
ハ
ナ
マ
ル
シ
ェ
」で
し
た
。

　

当
初
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
構
想
に
賛
同
し

て
く
れ
た
女
性
と
私
２
人
だ
け
。
２
人
で

３
か
月
間
、
昼
夜
を
問
わ
ず
奔
走
し
て
、

平
成
27
年
11
月
の
第
１
回
目
の
開
催
に
こ

ぎ
付
け
ま
し
た
。
以
降
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
評
価
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
も
成
長
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
計
４
回
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
約
60
店
舗
が

集
ま
り
ま
す
。
開
催
す
る
の
は
毎
回
大
変

で
す
が
、
お
客
様
や
出
店
者
が
喜
ぶ
姿
を

見
る
と
、「
や
っ
て
良
か
っ
た
」、「
ま
た
頑

張
ろ
う
」
と
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
活

動
の
魅
力
で
す
ね
。

　
「
お
お
す
み
ハ
ナ
マ
ル
シ
ェ
」の
ス
タ
ン

ス
は
、
不
定
期
か
つ
場
所
を
特
定
し
な
い

こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
女
性
な
ら
で
は
の
、

女
性
だ
か
ら
配
慮
で
き
る
こ
と
へ
の
こ
だ

わ
り
。
現
在
５
人
に
増
え
た
ス
タ
ッ
フ
も

や
は
り
、
い
ず
れ
も
女
性
で
す
。

　

現
在
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
共
同
で
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
将
来

的
に
は
単
独
で
も
開
催
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
等
で
、
品
物
を
一
括
し
て
県
外

の
お
客
様
に
も
提
供
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
作
り
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、「
宣

伝
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
」、「
も
う
高
齢

だ
か
ら
や
め
た
い
」
と
い
う
お
店
に
元
気

に
な
っ
て
も
ら
い
、
今
後
も
お
店
を
続
け

て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
地
域
の
購
買
力

も
、
住
む
人
々
の
人
間
力
も
上
が
っ
て
、

大
隅
全
体
が
強
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭和46年垂水市生まれ。垂水高校卒業後、平成２年第一幼児教育短期大
学に入学。卒業後、県内の保育園に勤務したのち、平成13年４月から南
部幼稚園（現・認定こども園南部幼稚園）に勤務し、現在、主幹保育教諭。「お
おすみハナマルシェ」実行委員長。鹿屋市在住。

マーケットで発信
おおすみの魅力

「大隅は花マル（満点）だよ」という意味を込めて名付
けた「おおすみハナマルシェ」。シンボルマークの「花」
は、大隅４市５町を表す９つの花びらが１本のリボン
でつながっている様子を描いている。
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風
水
害
・
土
砂
災
害
へ
の

備
え

　

５
月
は「
水
防
月
間
」
で
す
。
大

雨
が
原
因
で
、
山
や
が
け
の
斜
面
が

柔
ら
か
く
な
り
、
が
け
崩
れ
、
土
石

流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災
害
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

大
雨
に
よ
り
、
川
の
水
が
急
に
増
水

す
る
な
ど
、
洪
水
に
も
警
戒
が
必
要

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
気
象
の
変
化
や
防

災
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
す
。

土
砂
災
害
の 

前
触
れ
に
注
意

　

一
瞬
で
人
の
命
を
奪
う
こ
と
が
あ

る
土
砂
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発

生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
発
生
す
る
時
に
は
、
何
ら

か
の
前
触
れ
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
次
の
危
険
信
号
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
土
石
流
の
前
触
れ
〉

○
山
鳴
り
が
す
る

○�

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の

水
位
が
下
が
る

○
川
が
濁
り
、
木
が
流
れ
始
め
る

災害への備えを
　平成28年９月19日から20日にかけて襲来した台風16
号は、市内に甚大な被害をもたらしました。
　大量の雨によって川の水位が増加し、川が氾

はん

濫
らん

。こ
れにより８つの橋が流失・損壊したほか、床上・床下
浸水の被害も発生しました。また、土砂により鶏舎が
流されたり、強風により農業用のビニールハウスや牛・
豚等の畜舎が壊れたりするなどの被害もありました。
　被害総額は約64億円で、市では早急に応急措置を
行うとともに、農地や橋などの災害復旧工事の発注も
行い、今年度から本格的に災害復旧工事を開始して
います。復旧が完了するまでは、２～３年を要する箇
所もあります。市民の皆様のご理解とご協力をお願い
します。
　災害はいつ、どこで発生するか分かりません。これ
から梅雨や台風シーズンを迎えますので、改めて災
害への備えについて考えてみましょう。

問市安全安心課（３階）　☎0994-31-1124
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「避難情報」段階別の「取るべき避難行動」

高    

　   

危
険
度

平成28年台風16号の被害状況等
●最接近日時　平成 28 年９月 20 日 午前０時過ぎ

●規模　　　　中心気圧 965 ヘクトパスカル

●雨量・風速

●主な被害状況

観測地点 最大時間雨量 最大瞬間風速
鹿屋農業高校 44㎜  （9月19日 15時～16時） 38.3m／秒
輝北総合支所 127㎜（9月20日  1時～ 2時） －
上高隈（井手） 102㎜（9月20日  1時～ 2時） －

〈
が
け
崩
れ
の
前
触
れ
〉

○
が
け
か
ら
濁
り
水
が
で
る

○
が
け
に
ひ
び
わ
れ
が
入
る

○
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
く
る

〈
洪
水
の
前
触
れ
〉

○
川
の
水
が
急
に
増
え
る

○
流
れ
が
速
く
な
る

○
水
が
濁
る

　

こ
う
し
た
前
触
れ
に
気
付
い
た

ら
、
周
囲
の
人
に
も
知
ら
せ
、
い
ち

早
く
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

早
め
の
自
主
避
難
を

　

災
害
時
に
は
、
学
校
や
公
民
館
な

ど
の
施
設
を
避
難
所
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。
指
定
避
難
所
の
場
所
や

避
難
経
路
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
に

つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

指
定
避
難
所
の
場
所
は
、
市
安
全

安
心
課
、
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

「
防
災
マ
ッ
プ
」で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
か
ら
発

信
さ
れ
る
様
々
な
情
報
に
注
意
を
払

う
こ
と
も
大
切
で
す
。

流失した重田橋（上高隈町重田／平成28年９月撮影）

種別 内容 被害件数等 備考

人的被害
死亡者 0人

行方不明者 0人
負傷者 3人 軽傷1人、重傷2人

住宅被害

全壊 6棟 住家4棟、非住家2棟
半壊 6棟 住家4棟、非住家2棟

一部損壊 15棟
床上浸水 46棟
床下浸水 46棟

橋りょう等
橋りょう被災 8橋 流失６橋、損壊２橋

法面被害 335件
道路308路線、
27河川

農林水産
関係

農業関係 約3億2,000万円 水稲、キャベツ等
畜産関係 約4億3,800万円 牛、豚、鶏等
農地関係 約14億7,800万円 水田、法面等
林業関係 約3,000万円 市有林、林道
水産関係 約7,100万円 カンパチ等

○�速やかに避難を開始してくだ
さい。

○�外が危険な場合は、屋内の高
いところに避難してくださ
い。

○�お年寄りの方、体の不自由な
方、小さな子供がいらっしゃ
る方などの避難に時間がかか
る方とその避難を支援する方
は、避難を開始してください。

○�急激に水位が上昇するおそれの
ある河川付近にお住いの方など
は、避難を開始してください。

○�それ以外の方については、気象
情報に注意し、危険だと思った
ら早めに避難をしてください。

○緊急に避難してください。
○�外が危険な場合は、屋内の高
いところに緊急に避難してく
ださい。
○�避難行動に移る時間が無い場
合は、生命を守る最低限の行
動を取ってください。

避難勧告

避難準備・
高齢者等
避難開始

避難指示
（緊急）

5  Kanoya City Public Relations



「
自
助
」・「
共
助
」で 

「
地
域
防
災
力
」の
向
上
へ

　

昨
年
の
台
風
襲
来
は
、
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、　

自
主
的

に
避
難
し
た
人
が
多
か
っ
た
こ
と

や
、
高
隈
・
串
良
地
域
で
の
被
災
後

の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
孤
立
集
落

へ
の
物
資
提
供
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

な
ど
、「
自
助
」・「
共
助
」
の
重
要
性

を
よ
り
一
層
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

市
や
消
防
署
な
ど
が
行
う
対
応
な
ど

の「
公
助
」だ
け
で
な
く
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の「
自
助
」、
す
な
わ
ち
、
災

害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
く
、
危

険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
す
る
な

ど
、
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
の
防
災

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

も
し
も
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
事
前

に
準
備
し
、
避
難
所
生
活
の
２
～
３

日
間
を
ど
う
乗
り
切
る
か
考
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
す
る
際

は
近
所
に
声
掛
け
を
す
る
こ
と
、
避

難
所
で
の
共
同
生
活
で
は
自
主
防
災

組
織
が
協
力
・
運
営
を
行
う
こ
と
な

ど
、「
共
助
」も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
防
災

訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、
災
害
用
資

機
材
の
購
入
に
当
た
り
、
助
成
金
制

度
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
防
災
出
前

講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
制
度
等
を
活
用
し
て
、「
地
域
防

災
力
」の
向
上
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

防
災
情
報
の
活
用
を

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
早
め

の
避
難
な
ど
の
防
災
行
動
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
防
災
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
時
間
を

追
っ
て
段
階
的
に
発
表
さ
れ
る
避
難

勧
告
や
避
難
指
示
な
ど
の
避
難
情
報

は
、
防
災
行
政
無
線
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
、

Ｍ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
な
ど

で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

大
雨
、
洪
水
、
暴
風
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
様
々
な
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
土
砂
災
害
防
止
の

た
め
の
砂
防
設
備
、
が
け
崩
れ
防
止

の
た
め
の
防
護
壁
、
川
の
氾
濫
を
防

止
す
る
た
め
の
治
水
工
事
な
ど
、
国

や
県
を
中
心
に
防
災
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ハ
ー
ド
面
を

整
備
し
て
も
自
然
が
脅
威
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 防

災
情
報
に
注
意
を

　

ま
た
、
最
新
の
気
象
情
報
、
災
害

情
報
も
有
効
に
活
用
し
、
早
め
の
防

災
行
動
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

デ
ー
タ
放
送

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
テ
レ
ビ
で

は
、
リ
モ
コ
ン
の【
ｄ
】
ボ
タ
ン
を

押
す
と
、「
ニ
ュ
ー
ス
」
や「
天
気
」、

「
交
通
情
報
」な
ど
の
最
新
情
報
を
必

要
な
時
に
、
24
時
間
い
つ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
避
難
情
報
等
は
Ｍ
Ｂ

Ｃ
デ
ー
タ
放
送
で
随
時
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

被災した養鶏場のボランティア作業（上高隈町瀬
せ

戸
ど

野
の

）

Ｆ
Ｍ
か
の
や（
77
・
２
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

　

台
風
の
接
近
や
大
雨
に
よ
る
通
行

止
め
な
ど
の
災
害
に
関
す
る
情
報
や

防
災
に
関
す
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
緊
急
を
要

す
る
場
合
は
、
市
役
所
か
ら
Ｆ
Ｍ
か

の
や
の
放
送
に
割
り
込
む
緊
急
割
込

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
常
時
で
も
、
割
り
込
み

試
験
放
送
を
兼
ね
て
、
毎
月
第
２
・

第
４
水
曜
日
の
13
時
30
分
か
ら
防
災

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｆ
Ｍ
プ
ラ
ぷ
ら
」

   

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
「
Ｆ
Ｍ

プ
ラ
ぷ
ら
」（
無
料
）
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
だ
け
で
Ｆ
Ｍ
か
の
や
の
通
常

放
送
、
災
害
・
緊
急
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
受
信
で
き
ま
す
。
文
字
放

送
、
振
動
及
び
光
に
よ
る
通
知
も
行

う
た
め
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
も
災
害

情
報
の
伝
達
が
可
能
で
す
。

　

ア
イ
フ
ォ
ン
や
ア
イ
パ
ッ
ド
な

ど i O
S

端
末
を
使
っ
て
い
る
人
は
、

「A

ア
ッ
プ

pp S

ス
ト
ア

tore

」
で
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

端
末
を
使
っ
て
い
る
人
は
、「G

グ
ー
グ
ル

oogle 

P

プ
レ
イ

lay

（Play

ス
ト
ア
）」
で
「
Ｆ
Ｍ

か
の
や
」
と
検
索
す
る
か
、
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

ココ

※�メーカーによってボタンの
場所が異なります

iOS

アンドロイド
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以上停電が続く場合は、通常の乾電池（単３型４本）でも
作動しますが、コンセントから電源プラグを抜いてくださ
い。そのまま使用すると、通電した際に故障の原因になり
ますので、ご注意ください。

オペレーターの音声について

　市民の皆様から、聴き取りにくいとのご意見をいただく

ことがあります。雑音を抑えるため、放送室を改良するな

どの改善や、聞き取りやすい音程にするなど、改善に努め

ています。

　また、聞き取りやすいように、ゆっくり話すようにして

いますが、放送時間に限りがあるため、状況によっては早

くなる場合もありますので、ご理解をお願いします。

放送内容を見直しました

　昨年末から、全域放送の内容について見直しを行い、原

則、皆さんの安全安心に関わる情報や、市の代表的なイベ

ント等を中心に放送しています。また、緊急放送を除き、土・

日曜日は放送しないこととしました。

　なお、放送時間帯は、午前６時50分～と午後７時30分

～としています。これは、町内会が独自に行っている町内

会放送と時間帯が重ならないように配慮し、調整して設定

されたものです。

行政放送の音量と留守録機能について

　受信音量はボタン調節をすることができます。就寝中や

テレビ視聴でお困りの際は調整してください。コンセント

に差しておけば、電源を切ったり、音を小さくしたりして

も、緊急時には自動的に電源が入り、最大音量で緊急情報

を伝達します。

　また、留守録機能がついており、不在時の放送は後で聞

くことができます。

電話線断絶や停電時の対応について

　昨年は台風16号の影響で、町内会放送が使用できなかっ

たケースがありました。町内会放送は電話回線を使用する

もので、倒木などにより電話線が断絶した場合は放送がで

きないことがあります。

　その場合は、市役所から屋外スピーカーでお知らせする

ほか、各世帯の戸別受信機に緊急放送を行ったり、公民館

などに設置している中継局から放送

したりする方法があります。市役所

からも中継局からも、地域限定で放

送ができます。

　戸別受信機には、あらかじめ充電
式電池が搭載してあるため、停電時
でも12時間程度は作動します。それ

▲�「充電式乾電池」 
電池は必ず充電式を 
使用しましょう！

　市内全域に防災情報や行政情報をより早く、確実にお知らせするための「防災行政
無線」。毎週流れる行政放送など、戸別受信機を設置している世帯の皆さんにとっては
身近な存在ですが、改めて「防災行政無線」についてお知らせします。

▲防災行政無線戸別受信機

「防災行政無線」に 
ついて知っておこう！

　高隈町内会では平成26年度から水防訓練
を実施しています。高隈は昨年６月に大雨
で避難情報が３回発令され、９月にも台風
16号で大きな被害を受けました。改めて、
多くの住民が訓練の大切さを認識したと思
います。
　普段から防災意識を持って訓練しない

と、いざという時に動けません。また、自
分だけでなく、子どもや高齢者にも目を向
け、地域全体で前もって役割を決めて、声
を掛け合い、お互い助け合うことが必要だ
と思います。町内会や自治会レベルでも、
防災マップを見直しするなど、地域でやれ
ることはたくさんあると思います。

高隈町内会
会長 浮牟田 冨雄 さん

地域で考え、行動できる地域防災を目指す
INTERVIEW

災害への備えを

もしもの
ために
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みんなの
イマをパシ

ャ!!

　４月８日、リナシティかのやで「特攻隊員を偲
しの

ぶ会」が開
催されました。会では特攻隊の写真展示や「復刻タルト」の
お披露目がありました。甘い物が貴重だった時代、「タルト」
は特攻隊員が操縦席で最期に口にしたとされるお菓子。戦
時中、海軍御

ご
用
よう

達
たし

だった「薩摩菓子所・富
ふ

久
く

屋
や

」（本町）が、
特攻隊員を偲んで、当時の職人や家族の記憶をたどり復元
したものです。

　４月23日、霧島ヶ丘公園で、リオデジャネイロオリンピッ
ク出場記念モニュメントの除幕式が行われました。これは、
鹿屋体育大学を卒業した塚越さくら選手と内間康平選手の
功績をたたえて設置されたもの。またこの日は記念植樹や、
公園内に整備したサイクリングコースのオープニングセレ
モニーも行われました。１周約２㎞のこのサイクリングコー
スは、レンタル自転車（有料）でも楽しめます。

　４月８日、市文化会館で「旧鹿屋航空基地特別攻撃隊戦没
者追悼式」が行われました。式典では献花や隊員の遺書・平
和へのメッセージの朗読などが行われ、平和と不戦の誓い
を新たにしました。また式典後には、野里町と串良町の２
コースに分かれて戦跡見学会が行われ、市平和学習ガイド
の案内で戦跡を巡った参加者は、時折涙を浮かべながら熱
心に見入っていました。

戦
争
の
記
憶
を
伝
え
不
戦
の
誓
い
新
た
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
歴
史
を
刻
む

特
攻
隊
員
に
贈
っ
た 

お
菓
子
を
復
元

イベント

　４月６日、鹿屋商工会議所で「中小企業合同入社式」が行わ
れ、製造業やサービス業など市内19企業から新たに入社し
た70人が出席しました。新入社員を代表して株式会社財宝
の新

にい
潟
がた

彩
あや

乃
の

さんが、「社会の一員としての一歩を踏み出す喜び
を胸に、企業と地域社会の発展のために努力します」と宣誓。
出席した新入社員は、希望と自信に満ちた面持ちで、決意を
新たにしました。

新
社
会
人
と
し
て
の

決
意
を
胸
に

式典

式典

式典
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　４月７日、市役所で「行政相談委員総務大臣感謝状伝達式」
が行われました。これは、３月まで行政相談委員として活躍さ
れた税

さい
所
しょ

一
かず

美
み

さんと堀
ほり

之
の

内
うち

正
ただし

さんの功績をたたえたもの。税
所さんは行政相談委員として12年間、堀之内さんは４年間、
豊かな経験と知見を生かし、行政への苦情等の相談活動に尽
力し、行政相談制度の発展への寄与が認められたものです。

　４月11日、株式会社南九州ファミリーマートの久
く

保
ぼ

裕
ひろ

之
ゆき

代
表取締役社長と鹿屋市漁業協同組合の皆

かい
倉
くら

貢
みつぐ

組合長ら10人
が市役所を訪問しました。これは、「かのやカンパチ」を使って
同社と同組合が共同開発した商品の第２弾「かのやカンパチつ
みれ汁」を、４月18日から鹿児島・宮崎両県のファミリーマー
ト405店舗で販売することから行われたものです。

　４月９日、輝北町市成の日枝神社で、「輝北畜産まつり」が
開催されました。日枝神社は「山

さん
王
のう

どん」の愛称で、牛馬の神
様をまつる神社として信仰されており、祭りでは牛１頭が当
たる抽選会が名物。今年も血統書付きの黒毛和牛の子牛が賞
品として出され、当選者には盛大な拍手が送られました。ま
た、この日はカラオケショーや舞台演芸も披露されました。

　４月23日、「食と暮らしのマルクト＠おおすみ」が城山公園
で開催されました。これは大隅の豊かな農作物などから作ら
れた飲食物や、手作りの雑貨販売などの店舗が出店する定期
市。平成27年９月から毎月第４日曜日に開催されているマル
クトが今回、城山公園で初開催され、来場者は開放的な公園
の雰囲気と大隅の豊かな食や産品などを堪能していました。

　３月31日から４月２日にかけて、串良平和公園で「2017
くしら桜まつり」が開催されました。４月２日には「第32回
くしら桜まつりジョギング大会」が開催され、約950人のラ
ンナーが、寒さの残る春風の中で健脚を競いました。また期
間中は夜桜ちょうちんの点灯や歩行者天国、ステージショー
などが行われ、延べ約12,000人の来場者でにぎわいました。

永
年
の
活
動
に 

総
務
大
臣
感
謝
状

か
の
や
カ
ン
パ
チ
の

新
商
品
を
発
売

牛
が
当
た
る
名
物
の

畜
産
ま
つ
り
開
催

城
山
公
園
で 

マ
ル
ク
ト
初
開
催

２
０
１
７
く
し
ら 

桜
ま
つ
り

　４月９日、串良町有里の「ラ・エスプリ」が開発したドレッ
シング「バラ色の恋人」が発売されました。この商品は、市の

「売れる商品づくり応援事業」を活用し、地元産材料を使って
開発されたもの。また４月17日には、報道関係者向けの試
食会が行われました。「プリンセスかのや」をイメージしたこ
の商品は、かのやばら園など６か所で販売されています。

プ
リ
ン
セ
ス
か
の
や

を
イ
メ
ー
ジ

表彰

産業 産業

イベント

イベント

イベント
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田
の
神か

ん

さ
あ

昔
か
ら
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た

「
田
の
神
像
」
は
、

先
人
の
暮
ら
し
や
心
を
伝
え
る

か
け
が
え
の
無
い
も
の
で
す
。

今
回
は
市
内
に
残
る

「
田
の
神
像
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

問
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
６
７

　 両足をそろえ直立してい
たり、歩いたり、舞い踊っ

たりと、様々な姿を見せる。ま
た、椅子に座ったり、片足を組ん
でいたりするものも。正座やあぐ
らを組むタノカンサアだっている
のだ。

　「シキ」をかぶるタノカン
サアが多い。「シキ」とは

米を蒸す器「甑
こしき

」を敷く布のこと。
笠や頭

ず

巾
きん

、烏
え

帽
ぼ

子
し

をかぶることも
ある。何もかぶらない地蔵型のタ
ノカンサアも。

　 長袖上衣に差
さ

袴
しこ

もいれば、
神職装束や、法衣を着流

すタノカンサアもいる。野良着姿
や旅姿も珍しくない。タノカンサ
アも「職種」によって身なりが違
うのだ。

　 手格好は様々。ほとんど
が両手に何かを持ってい

る。シャモジ（メシゲ）、スリコギ、
稲穂、クワ、鈴など、持ち物は約
40 種類とも。両手で持とうが、左
右どちらの手で持とうが構わない
が、椀

わん

だけは必ず左手で持たれる。

　 足を出すのも、着物で足
を隠すものもいる。長い

年月で風化してしまったものもあ
る。タノカンサアのほとんどは、
台座の上に鎮座する。

　 背中や台座に刻銘がある
のも珍しくない。多くは、

建立した年月日と、建立した組織
とその代表者名が彫られている。
建立者が個人の場合は、その名前
とともに、建立者の年齢が彫られ
ることもある。

五
穀
豊
穣
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
心
和
む
存
在

双
ふたごづか

子塚の田の神像（輝北町諏訪原）

姿 手

頭 足

服
刻

Kanoya City Public Relations  10



よ
っ
て
損
傷
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ

る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
も
な
お
残
る
田
の
神
像
は
、
大
変

貴
重
な
存
在
と
言
え
ま
す
。

田
の
神
に
ま
つ
わ
る
文
化

　

庶
民
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
田
の

神
。
田
の
神
は
様
々
な
ユ
ニ
ー
ク
な

伝
統
文
化
を
も
生
み
出
し
ま
し
た
。

田
の
神か

ん

据す

え　

　

田
の
神
据
え
と
は
、
結
婚
式
場
で

花
婿
と
花
嫁
の
間
に
田
の
神
像
を
据

え
る
も
の
。
持
ち
込
ま
れ
た
田
の
神

像
は
、
翌
日
に
花
婿
花
嫁
が
元
の
場

所
に
返
し
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
た
め
、運
ん
で
き
た
人
々

を
も
て
な
し
、
ど
こ
か
ら
持
ち
込
ん

だ
田
の
神
像
か
を
聞
き
だ
す
駆
け
引

き
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。

　

こ
れ
は
、
田
の
神
像
の
よ
う
に
腰

を
落
ち
着
け
て
家
を
守
っ
て
い
く
よ

う
に
と
い
う
お
祝
い
の
意
味
が
あ
り

ま
す
。

オ
ッ
ト
イ
田
の
神か
ん

　
「
オ
ッ
ト
イ
」
と
は「
盗
む
」
と
い

う
意
味
の
方
言「
お
っ
と
る
」
か
ら

き
て
い
ま
す
。盗
ん
だ
田
の
神
像
は
、

数
年
後
に
米
や
酒
な
ど
土
産
の
品
を

持
参
し
正
装
し
た
行
列
が
、
楽
器
を

鳴
ら
し
な
が
ら
、
元
の
場
所
に
返
却

し
ま
す
。
そ
の
際
、
盗
ま
れ
た
村
で

�「苫
とま

野
の

の田の神像」は２体並ぶ
（吾平町上名）

　

現
在
で
も
、
田
の
神
像
は
、「
タ
ノ

カ
ン
サ
ア
」
と
か「
タ
ノ
カ
ン
ド
ン
」

と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
内
に
は
約
２
，
０
０
０

体
が
現
存
し
て
い
る
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
市
内
に
は
約
１
４
０

体
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
の
神
像
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
り
ま
す
。
地
蔵
型
、
神
職
型
、
農

民
型
、
田
の
神
舞
型
な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。
男
神
と

女
神
の
２
体
で
対
に
な
っ
て
い
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
自
然
石
を
田
の
神
と

し
て
祀
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
風
化
や
幕
末
の
廃
仏
毀
釈
に

　

田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
や
川
の
ほ
と

り
、
ま
た
田
を
見
渡
せ
る
小
高
い
丘

な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
田
の
神
像

は
、
田
ん
ぼ
を
守
り
、
米
の
豊
作
を

も
た
ら
す
農
業
神
で
す
。
一
般
に
、

稲
作
の
始
ま
る
春
ご
ろ
か
ら
山
か
ら

降
り
て
、
収
穫
す
る
秋
の
こ
ろ
に
山

に
戻
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
の
神
信
仰
は
、
江
戸
時
代
か
ら

始
ま
っ
た
旧
薩
摩
藩
独
特
の
文
化
。

こ
の
た
め
、
田
の
神
像
は
鹿
児
島
県

本
土
と
宮
崎
県
南
西
部
に
し
か
見
ら

れ
な
い
石
像
で
す
。
庶
民
の
神
様
と

し
て
、
昭
和
初
期
ま
で
作
ら
れ
ま
し

た
。

は
、
そ
の
一
団
と
合
同
で
盛
大
な
酒

盛
り
を
開
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
は
盗
み
っ
ぱ
な
し

の
場
合
も
多
く
、
盗
ま
れ
な
い
よ
う

に
大
き
な
田
の
神
像
が
作
ら
れ
た

り
、
田
の
神
像
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
わ
り
田
の
神か
ん

　

田
の
神
像
が
年
ご
と
に
各
家
庭
を

移
動
す
る
と
い
う
行
事
で
、
田
の
神

像
は
出
発
す
る
家
で
き
れ
い
に
さ

れ
、
花
で
飾
ら
れ
た
カ
ゴ
に
載
せ
ら

れ
て
、
次
の
一
年
を
過
ご
す
家
へ
と

向
か
い
ま
す
。

　

家
で
保
管
す
る
た
め
、
持
ち
運
び

し
や
す
い
よ
う
に
と
、
コ
ン
パ
ク
ト

に
作
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
田
の
神か
ん

舞

　

五
穀
豊
穣
に
感
謝
し
、
餅
を
つ
い

て
田
の
神
に
供
え
る
ま
で
を
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
演
じ
る
踊
り
で
す
。

　

市
内
で
は
南
町
の
年と
し

貫ぬ
き

神
社
に
残

さ
れ
て
お
り
、
市
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
脈
々
と
守
り

　
　
続
け
て
き
た
石
像

�「まわり田の神」に
使用された田の神像

（輝北歴史民俗資料館）

昭和43年に県 
の指定文化

財 に 指 定 さ れ た
「野里の田の神像」
は、 野 里 土 地 改
良区が管理し、定
期的に清掃作業を
行っています。
　私の家は曾

そう
祖
そ

父
ふ

の代から野里の田
んぼでお米をつくっている農家です。
幼い頃はよく「野里の田の神像」の前
を通って、田んぼの手伝いや川遊び
をしていました。そのため、田んぼ
に田の神像が在るのは当たり前とい
う感覚でいて、こんなに貴重な物と
は思っていなかったように思います。
今では先生が児童生徒を連れて田の
神像の前で説明する姿をよく見掛け
ますね。
　最近は「米離れ」という言葉を耳に
しますが、米作りは日本の文化でも
あります。また、田んぼは災害を防
ぐための貯水機能も兼ねているので、
大事にしなければなりません。田の
神像は、そのためのシンボルになっ
ていると思います。

地域のシンボルを
これからも大事にしたい

INTERVIEW

野里土地改良区　
副理事長

原園 博文さん

県指定文化財「野里の田の神像」

田の神さあ
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市成出張所
輝北総合支所輝北総合支所

輝北ダム輝北ダム

大隅湖大隅湖

高隈出張所高隈出張所

鹿屋串良 JCT鹿屋串良 JCT

細山田ＩＣ細山田ＩＣ

東九
州自
動車
道

東九
州自
動車
道

大隅縦
貫道

大隅縦
貫道

串良総合支所串良総合支所

笠之原ＩＣ笠之原ＩＣ

分庁舎
（上下水道部）
分庁舎

（上下水道部）

吾平総合支所吾平総合支所

鹿屋市役所本庁鹿屋市役所本庁

高須出張所高須出張所

大姶良出張所大姶良出張所

輝北歴史民俗資料館輝北歴史民俗資料館

花岡出張所花岡出張所

東原ＩＣ東原ＩＣ

N

下
しもひらぼう

平房の田の神像
右手にシャモジ、左手にスリコギを持つ。田
植え前には住民によって化粧が施される。
首をかしげ微笑む表情が特徴。（輝北町平房）

中
なかん

郷
ごう

の田の神像
右手にスリコギ、左手にシャモジを持つ。
袖長の長衣をまとい、右ひざを立てている。
天保５年（1834年）の刻銘有り。（串良町有里）

中
なか

福
ふく

良
ら

の田の神像
右手にスリコギ、左手にシャ
モジを持ち、両肩に乗せて
いる。目の彫りが深いのが
特徴。（輝北町諏訪原）

宮
みやぞの

園の田の神像
左手にスリコギを持ち、肩に
かつぐ。右手の持ち物は欠損
のため不明。左足を持ち上げ
た「田の神舞型」。（輝北町市成）

歌
うたまる

丸の田の神像
左手にスリコギを持ち、肩に
かついでいる。右手の持ち物
は不明。弘化４年（1847年）建
立。（輝北町上百引）

中
なか

津
つ

神
じん

社
じゃ

の田の神像
烏帽子をかぶる神官の格好をした「神職型」
で、市内では珍しいタイプ。全身に化粧が
施されている。（上高隈町）

❺

❻

❽❾

❼

❿

双
ふたごづか

子塚の田の神像
（P10）

❺ ❻ ❼ ❽

❾

田
た

中
なか

屋
や

敷
しき

の田の神像
傾いた頭にシキを浅くかぶ
り、右手にシャモジを持つ。
容姿が滑稽、かつ妖艶な風
情がある。（串良町細山田）

❿

⓫

市内の代表的な
「田の神像」

探索して
みよう！

Kanoya City Public Relations  12



●

●
●●

市成出張所
輝北総合支所輝北総合支所

輝北ダム輝北ダム

大隅湖大隅湖

高隈出張所高隈出張所

鹿屋串良 JCT鹿屋串良 JCT

細山田ＩＣ細山田ＩＣ

東九
州自
動車
道

東九
州自
動車
道

大隅縦
貫道

大隅縦
貫道

串良総合支所串良総合支所

笠之原ＩＣ笠之原ＩＣ

分庁舎
（上下水道部）
分庁舎

（上下水道部）

吾平総合支所吾平総合支所

鹿屋市役所本庁鹿屋市役所本庁

高須出張所高須出張所

大姶良出張所大姶良出張所

輝北歴史民俗資料館輝北歴史民俗資料館

花岡出張所花岡出張所

東原ＩＣ東原ＩＣ

N

田の神さあ

岡
おかざきうえ

崎上の田の神像
袖を長く垂らした僧衣をまとう
旅僧型の田の神像。右手にスリ
コギ、左手にシャモジを持つ。
200年以上前の作。（串良町岡崎）

八
はちまんじんじゃ

幡神社の田の神像
大きな袖の着物を着流し、長い
ひもの帯をたらしている。両手
でクワを持ち、ワラヅトをかつ
いでいる。（吾平町上名）

大
おお

牟
む

礼
れ

の田の神像
旅僧型の田の神像。右手に
スリコギ、左手にシャモジを
持つ。19世紀初頭の作と考
えられている。（吾平町上名）

真
ま

角
すみ

の田の神像
旅僧型。右手にスリコギ、左手
にシャモジを持つ。安永４年

（ 1775年）作。石灯ろうや水神
等と並ぶ。（吾平町下名）

甫
ほのきいけ

木池の田の神像
右手にスリコギ、左手にシャモ
ジを持ち、頭に薄いシキをかぶ
る。長衣をまとい、ひもを前で
結んでいる。（串良町有里）

車
くるま

田
だ

の田の神像
右手にスリコギ、左手
にシャモジを持ち、袖
の長い上衣と袴

はかま

をまと
う。隣に山水を表現し
たと思われるものが添
えられており、中には
小仏がいる。修験道を
連想させる像。

（吾平町上名）

❶

南
みなみ

町
ちょう

牟
む

田
た

畑
ばた

の田の神像
右手にシャモジ、左手にスリ
コギを持つ。嘉永２年（1849
年）建立。地域では婚礼の縁
起神ともされた。（南町）

岡
おか

泉
いずみ

の田の神像
両手にクワを持ち、ワラヅ
トを背負う。ワラヅトとは、
ワラを束ね、中へ物を包む
ようにしたもの。（野里町）

野
の

里
ざと

の田の神像
右手にシャモジ、	
左手に鈴を持つ。	
「鈴持ち田の神舞	
型」の像として	
は県内最古。	
寛延４年	
（1751年）作。	
（野里町）

❷

❸ ❹

⓫

⓬

⓭

⓮

⓯⓰

苫
とま

野
の

の田の神像
（P11）

❶ ❷ ❸ ❹

⓬⓭⓮⓯

⓰
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私たちの生活に寄り添う

　皆さんは「民生委員・児童委員」（以下「民生児童委員」）をご存じですか。

　民生児童委員は、地域の身近な相談役として、日々さまざまな問題解

決に向けて、熱心に取り組んでいます。「初めての子育てで不安がいっぱい

だけど、頼れる人が身近にいない」、「高齢になり、一人で暮らすのが心細い」

など、地域に住む皆さんが直面する多種多様な悩みごとに対応しています。

　今号では、民生委員制度100周年と、５月12日の「民生委員・児童委

員の日」にあわせて、民生児童委員制度や活動内容などを紹介します。

問市福祉政策課（１階⑲番窓口）　☎0994-31-1113

民生委員・児童委員
幸せの芽生えを示

す四つ葉のクロー

バ ー を バ ッ ク に、

民生委員の「み」の

文字、児童委員を

示す双葉、平和の

シンボルの鳩をかたどって、愛情と奉仕を表

した、民生委員・児童委員のシンボルマーク。

今年は、民生委員制度100周年にあたる。

教
え
て
！

民
生
児
童
委
員
さ
ん

民
生
児
童
委
員
と
は
？

　
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
を

根
拠
と
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
て
活
動
す
る
、
非
常
勤
の
地

方
公
務
員
で
す
。ま
た
民
生
委
員
は
、

児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
も

兼
務
し
ま
す
。

　
「
身
近
な
相
談
相
手
」
で
あ
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
必

要
な
援
助
を
行
う
た
め
の
「
支
援
へ

の
つ
な
ぎ
役
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

全
国
で
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
を
専
門
に
行
う
「
主
任

児
童
委
員
」を
含
め
て
約
23
万
人
が
、

連
携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
は
ど
ん
な
活
動
を 

し
て
い
ま
す
か
？

　

主
に
、
次
の
７
つ
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎��

社
会
調
査
（
地
域
の
実
態
把
握
な
ど
）

◎��

相
談
（
地
域
に
住
む
住
民
の
相
談
対
応

な
ど
）

◎�

情
報
提
供
（
必
要
な
福
祉
制
度
情
報

の
提
供
な
ど
）

◎�

連
絡
通
報
（
関
係
機
関
や
団
体
へ
の

連
絡
な
ど
）

◎�

調
整（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
調
整
な
ど
）

◎�

生
活
支
援
（
実
際
の
支
援
や
支
援
体

制
づ
く
り
な
ど
）

◎�

意
見
具
申
（
活
動
を
通
じ
て
得
た
問

題
点
や
改
善
策
な
ど
の
、
関
係
機
関
へ

の
報
告
な
ど
）

ど
ん
な
と
き
に
相
談
し
た
ら

い
い
で
す
か
？

　
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
民
生
児
童
委
員
に
は
、
法

律
で
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
秘
密
な

ど
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
主
な
相
談
事
例

○�

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
に

つ
い
て
知
り
た
い

○�

独
居
の
高
齢
者
が
い
る
の
で
、
み

ん
な
で
見
守
り
た
い

○�

失
業
し
て
し
ま
い
、
子
ど
も
の
進

学
に
影
響
が
出
る
の
で
は

○�

初
め
て
の
子
育
て
で
不
安
が
と
て

も
多
い
が
、
誰
に
何
を
相
談
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い

い
つ
ご
ろ
か
ら 

活
動
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
今
か
ら
１
０
０
年
前
の
大
正
６
年
、

岡
山
県
で
発
足
し
た
「
済さ
い
せ
い世
顧
問
制

度
」
が
、
民
生
委
員
制
度
の
起
源
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
済
世
」
と
は
、「
社

会
の
弊
害
を
取
り
除
き
、
人
々
の
苦
難

を
救
う
」
と
い
う
意
味
で
す
。
昭
和
11

年
に
は
「
方
面
委
員
令
」
に
よ
り
、
全

国
に
「
方
面
委
員
」
が
配
置
さ
れ
、
全

国
統
一
の
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
23
年
に
は
現
在
の
「
民
生
委

員
法
」
が
成
立
し
、
さ
ら
に
平
成
６

年
に
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
を
専
門
に
担
う
主
任
児
童
委

員
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

中央地区	
民生児童委員

川
かわ

田
だ

代
しろ

 悦
えつ

子
こ

 さん

串良地区	
民生児童委員

豊
とよしげ

重 光
みつかず

和 さん

田崎地区	
民生児童委員

久
く

木
き

田
た

 三
さぶろう

郎 さん

吾平地区	
民生児童委員

田
た の べ

野邉 淳
じゅん

子
こ

 さん

赤い羽根共同募金活動▶

Kanoya City Public Relations  14



鹿
屋
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
渡わ
た
な
べ邉 
正ま
さ

人と 

会
長

は
、
民
生
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
「
私
た
ち
鹿
屋
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
は
、
2
2
4
人
の
民
生

児
童
委
員
が
11
地
区
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
内
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

市
内
４
か
所
で
実
施
さ
れ
る
、
高
齢

者
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
へ
の
協
力
が
あ
り

ま
す
。
独
居
の
高
齢
者
な
ど
、
支
援

が
必
要
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
に
ド
ラ

イ
ブ
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た

り
、
自
宅
か
ら
バ
ス
発
着
所
ま
で
案

内
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
買
い
物

へ
の
同
行
も
行
い
ま
す
。
参
加
で
き
な

く
な
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
自
宅
を
訪

問
し
て
、
変
わ
っ
た
様
子
が
無
い
か
確

認
も
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
に
民

生
児
童
委
員
が
積
極
的
に
協
力
す
る

こ
の
取
り
組
み
は
全
国
的
に
も
め
ず

ら
し
く
、
７
月
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
る
、
全
国
の
民
生
児
童
委
員
の
大

会
で
事
例
発
表
を
行
う
予
定
で
す
。

　

民
生
児
童
委
員
の
大
き
な
役
割

は
、
困
っ
て
い
る
人
と
、
行
政
や
福

祉
事
業
所
な
ど
の
関
係
機
関
を
適
切

に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
す
。
ド
ラ
イ
ブ

サ
ロ
ン
で
言
え
ば
、
主
に
事
業
を
実

施
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
、
実
際
に

バ
ス
を
運
行
す
る
福
祉
事
業
者
、
買

い
物
や
外
出
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
、

こ
の
三
者
を
う
ま
く
結
び
つ
け
る
こ

と
で
す
。
私
た
ち
だ
け
で
で
き
る
こ

と
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
い
わ
ば
横
串
に

な
っ
て
、
関
係
機
関
を
結
び
つ
け
て

『
福
祉
の
輪
』を
作
る
の
で
す
。

　

活
動
の
際
に
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、

『
明
る
く
、
笑
顔
で
』活
動
す
る
こ
と
。

困
っ
て
い
る
人
は
、
相
談
そ
の
も
の
が

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
気
軽
に
相
談
で
き
る
雰
囲
気
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
困

り
ご
と
に
真
摯
に
対
応
す
る
た
め
に
、

自
分
た
ち
の
健
康
に
も
気
を
遣
っ
て
い

ま
す
。ま
ち
に
出
歩
い
て
、人
と
出
会
っ

て
話
を
す
る
、
民
生
児
童
委
員
の
活

動
そ
の
も
の
が
、
実
は
私
た
ち
自

身
の
健
康
維
持
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
無
報

酬
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
問

題
解
決
ま
で
た
く
さ
ん
の

場
所
に
出
向
き
、
様
々
な
関
係
者
と

調
整
を
行
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

で
す
が
、
担
当
地
区
を
訪
問
す
る

日
々
の
中
で
、
困
り
ご
と
が
解
決
し

た
相
談
者
か
ら『
お
か
げ
で
問
題
が

解
決
し
た
。
あ
な
た
に
相
談
し
て
よ

か
っ
た
』
と
、
安
心
し
た
表
情
で
言
っ

て
い
た
だ
け
た
と
き
に
は
、
こ
れ
以

上
は
無
い
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

誰
も
が
笑
顔
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
私
た
ち

は
こ
れ
か
ら
も『
福
祉
の
輪
』
を
つ
な

ぐ
存
在
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

寄
り
添
っ
た
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
困
っ
た
と
き
は
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

渡邉 正人 会長

～
誰
も
が「
笑
顔
で
安
心
し
て
」

生
活
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
～

VOICE

子どもの安全と育成
　学校の先生と連携をはかり情報を交換す
るとともに、小学校の校門前で朝のあいさつ
運動や通学路の見守り活動をしています。

街頭募金
　赤い羽根共同募金や歳末たすけあい募金、
災害被害のための街頭募金など、社会福祉
協議会や市職員とともに街頭で募金の協力
を呼びかけています。

地域福祉活動への協力
　町内会などの福祉活動や、社会福祉協議
会が推進する高齢者サロン・子育てサロン
への側面的な支援も行っています。

活動の広報啓発
　毎年５月には「活動強化週
間」として、「かのやばら祭り」
などのイベントで啓発のチラシ
配りなどを行います。また、市
と社会福祉協議会が共催する
「鹿屋市ふれあい福祉まつり」
では、写真を用いて民生児童
委員の活動を紹介しています。

合同研修会
　主任児童委員は児童福祉に
関する事柄を専門的に担当し
ています。定期的に、各地区
の民生委員児童委員協議会の
会長と主任児童委員が集ま
り、研修会を開催して情報交
換しています。

ここでも活躍！民生児童委員

「かのやばら祭り」での啓発活動 定期的な研修会で情報交換
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　「星空のまち輝北フォトコンテスト」は、輝北地域の星空の素晴らしさをＰＲしようと開催されているものです。
３回目の今回は、県内外から応募のあった 130 点の作品を写真家の宮

みやさか

坂 雅
まさひろ

博 氏、輝北天球館長の竹
たけ

井
い

 高
たか

志
し

 氏な
どが審査し、21点の入賞作品を決定しました。今回はグランプリ・準グランプリ・特選の 13作品を掲載します。
　なお、今回応募された全作品については、輝北天球館内に展示しています。

問まちづくり輝北　☎099-485-1900

「ヒメボタルと星 
 （夏空の共演）」（左）

　篠
しのはら

原 洋
ひろゆき

幸 さん （鹿屋市）

「S
ス タ ー リ ー

tarry s
スカイ

ky」（右）

　山
やました

下 徹
てつ し

志 さん （鹿屋市）

「ザ・天球館」　竹
たけした

下 政
まさひろ

博 さん （鹿屋市）グランプリ

準グランプリ
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　星景写真は、気象条件や構図に入る天体の種類（季節の星座）、
季節を表す植物など多くの条件をそろえることが必要です。撮
影のチャンスを何日も待ち、条件が揃ったタイミングを逃さず、
持てる技術を駆使して撮影することが求められるのです。
　今回は第３回のコンテストということもあり、作者の努力が
うかがえる素晴らしい作品が数多く応募され、審査も大変苦
慮いたしました。グランプリに輝いた「ザ・天球館」は、季節を
紫
あ じ さ い

陽花、時間帯を天の川が表しており、構図や星空の撮影技術
も素晴らしく、グランプリにふさわしい作品でした。
　今後も、４期連続「星空日本一」という素晴らしい地域資源
を生かしたこのコンテストを開催することで、自然豊かな星空
のまちとして鹿屋の素晴らしさを伝えていければと思います。

竹井 高志 氏の審査講評

「アジサイの頃」
本
ほん

田
だ

 康
やすふみ

文 さん（鹿屋市）

「スーパームーン」
本
ほん

田
だ

 康
やすふみ

文 さん（鹿屋市）

「バラと星座」
福
ふくどめ

留 照
てる

美
み

 さん（鹿屋市）

「夏の彩り」
山
やました

下 徹
てつ

志
し

 さん（鹿屋市）

「南国の星空」
中
なか

野
の

 博
ひろ

志
し

 さん（鹿屋市）

「ロマン飛行」
黒
くろ

木
き

 芳
よしひで

秀 さん（鹿児島市）

「公園からのこうのとり」
石
いしかわ

川 徳
とく

美
み

 さん（肝付町）

「星空の下のステンタンク」
平
ひらはら

原 正
まさあき

昭 さん（鹿屋市）

「藤と天の川」
竹
たけした

下 政
まさひろ

博 さん（鹿屋市）

「天地の星ぼし」
篠
しのはら

原 洋
ひろゆき

幸 さん（鹿屋市）

　今回から新しく、スマー
トフォンなどで撮影した
写真を対象とする「スマ
ホチャレンジ部門」を設
け、４人が「スマホチャレ
ンジ賞」を獲得しました。

（入賞者）

福
ふくもと

元 和
かずゆき

之 さん　（鹿屋市）

浜
はま

田
だ

 真
しんいち

一 さん　（鹿屋市）

緒
お

方
がた

 滉
こう

士
し

 さん　（福岡県）

森
もりなが

永 けい子
こ

 さん（鹿屋市）

特　選
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～今回の注目情報はこの３つ～

情報掲示板
KAN0YA

Information

KANOYA

Information

ピックアップ
インフォメーション

「リナシティまるごと博物館」
出演団体講師を募集

文化のかおりを感じよう！

18ページ

子宮がん・乳がん検診
５/22（月）予約受付開始

20ページ

若い人にも発生する病気です

21ページ

５/29（月）～６/３（土） 
歯と口のイベント実施

無料歯科健診などを実施

「
リ
ナ
シ
テ
ィ
ま
る
ご
と

博
物
館
」の
出
演
団
体 

及
び
講
師
を
募
集

◎�

内
容
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
全
体

を
博
物
館
に
見
立
て
て
、
各
会
場

で
伝
統
芸
能
や
文
化
講
座
な
ど
を

実
施
す
る「
リ
ナ
シ
テ
ィ
ま
る
ご

と
博
物
館
」
に
出
演
す
る
団
体
や

講
師
を
募
集

〈
伝
統
芸
能
出
演
団
体
〉

◎��

日
時
＝
８
月
11
日（
金
・
祝
）　

11

時
～
14
時

※
１
団
体
15
分
程
度

◎��

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３
階

ホ
ー
ル

◎�

対
象
団
体
＝
市
内
の
郷
土
芸
能
保

存
グ
ル
ー
プ

◎�
募
集
団
体
数
＝
６
団
体

〈�
文
化
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

講
師
又
は
団
体
〉

◎��

日
時
＝
８
月
11
日（
金
・
祝
）　

10

時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

◎��

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
研
修

室
１
～
３
及
び
調
理
・
団
体
活
動

室
、
情
報
研
修
室
な
ど

◎�

対
象
者
＝
市
内
在
住
、
通
勤
又
は

在
学
す
る
、
次
の
例
に
類
似
す
る
講

座
を
開
催
で
き
る
個
人
又
は
団
体

◎
講
座�

例

○�

季
節
の
野
草
や
薬
草
等
に
つ
い
て

の
講
座

○�

市
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
歴

史
や
自
分
史
の
作
成
方
法
講
座

○�

美
味
し
い
郷
土
料
理
の
作
り
方
の

指
導　

な
ど

◎�

募
集
数
＝
５
講
座

〈
共
通
事
項
〉

◎�

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
を
直
接
持

参
又
は
郵
送

※�

応
募
用
紙
は
市
生
涯
学
習
課
及
び

各
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓

口
に
お
い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
ジ
ャ
ン
ル
別

で
選
考

◎�

応
募
期
間
＝
５
月
15
日（
月
）
～

６
月
９
日（
金
）

◎�

そ
の
他
＝
出
演
団
体
や
講
師
の
会

場
へ
の
移
動
及
び
小
道
具
等
の
搬

入
は
、
各
自
で
実
施

問�

市
生
涯
学
習
課（
６
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

中
小
企
業
資
金
利
子
補
給
金

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎�

内
容
＝
市
中
小
企
業
資
金
利
子
補

給
金
制
度
の
対
象
融
資
を
受
け
た

中
小
企
業
者
に
対
し
、
借
入
資
金

の
利
子
の
一
部
を
補
給

◎�

対
象
者
＝
市
内
に
住
所
又
は
事
業

所
が
あ
る
商
工
業
者
で
、
鹿
屋
商

工
会
議
所
又
は
か
の
や
市
商
工
会

に
加
入
し
、
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
者

◎�

対
象
資
金

○
鹿
児
島
県
中
小
企
業
制
度
資
金

○
日
本
政
策
金
融
公
庫
制
度
資
金

○�

商
工
貯
蓄
共
済
制
度
資
金（
積
立

金
の
範
囲
内
の
資
金
は
除
く
）

※�

返
済
期
間
が
１
年
以
内
の
短
期
借

入
は
対
象
外
。
ま
た
長
期
借
入
で
、

１
年
以
内
に
全
額
返
済
し
た
場
合

は
、
交
付
決
定
の
取
り
消
し
又
は

交
付
し
た
利
子
補
給
金
の
返
還
有

り
◎�

利
子
補
給
額
＝
対
象
資
金
借
入
金

額
の
２
％
に
相
当
す
る
額
以
内

※
上
限
30
万
円

◎�

申
請
方
法
＝
融
資
を
受
け
た
日
か

ら
２
か
月
以
内
に
、
申
請
書
、
請

求
書
及
び
必
要
書
類
を
鹿
屋
商
工

会
議
所
又
は
か
の
や
市
商
工
会
に

直
接
持
参

※�

申
請
書
・
請
求
書
は
、
市
商
工
振

興
課
又
は
鹿
屋
商
工
会
議
所
も
し

く
は
か
の
や
市
商
工
会
に
置
い
て

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

問�

市
商
工
振
興
課（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
４

募
集
・
申
請

☎Pick up
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情報掲示板
KAN0YA

Information

市では、平成29年度職員採用試験を次のとおり実施します。

●試験を行う職種、試験区分、採用予定人数、受験資格等【 7月実施分（第1次試験）】
職種 試験区分 採用予定人数 受験資格

一般事務 区分Ａ
（大卒程度） ８人程度 昭和63年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人

※�障がいのある人は、昭和61年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た人が対象
※�土木技師については、土木専門課程を修了した人又は平成30年３月までに
履修見込みの人
※�農業技師については、農業又は畜産の専門課程を修了した人又は平成30年
３月までに履修見込みの人

土木技師 区分Ｂ
（大卒程度） ２人程度

農業技師 区分Ｃ
（大卒程度） ２人程度

※採用予定人数は、退職者数の状況等によって変更になることがあります。

●試験の方法及び内容【7月実施分〔一般事務（大卒程度）、土木技師（大卒程度）、農業技師（大卒程度）〕】
区　分 試験方法及び内容

第１次
試　験

試 験 日 ７月23日（日）

試験会場 市役所本庁舎（鹿屋市共栄町20-1）　※昨年と試験会場が異なるので注意

試験科目

一般事務（区分Ａ） 教養試験（択一式）、行政専門試験（大卒程度　択一式）、論文試験、適性検査

土木技師（区分Ｂ） 土木専門試験（大卒程度　択一式）、論文試験、適性検査

農業技師（区分Ｃ） 農業専門試験（大卒程度　択一式）、論文試験、適性検査

合格発表 ８月18日（金）　午前10時（予定）

第２次
試　験

試 験 日 未定（第2次試験等の詳細については、第1次試験合格者に対して別途通知）

試験科目 面接試験

●申込方法等【7月実施分〔一般事務（大卒程度）、土木技師（大卒程度）、農業技師（大卒程度）〕】
区　分 内　　　　容

試験案内・
受験申込書の

入手方法

配布期間　５月15日（月）～６月22日（木）
次のいずれかを選択
①�市総務課、各総合支所住民サービス課、各出張所のいずれかの窓口で入手
②郵送で入手（封筒に受験を希望する職種及び「受験申込書請求」と記載し、返信用封筒を同封のうえ郵送）
　※返信用封筒は、角型２号封筒・240㎜×332㎜、120円切手貼付、返信用宛先を明記
③市ホームページからダウンロードして入手

申込方法

次のいずれかを選択
①直接、市総務課に申込
②�返信用封筒（長形3号・120㎜×235㎜、82円切手貼付、宛先明記したもの）を同封して郵送にて申込
③インターネットで申込（電子申請）
　※�市ホームページ内、画面中央の「平成29年度職員採用試験について」からアクセスし、電子申請の詳
しい手続を確認してから申し込んでください。

申込受付期間
①持参、郵送　　　６月１日（木）～６月22日（木）17時15分まで　※郵送必着　※土・日曜日を除く
②インターネット　６月１日（木）～６月15日（木）17時15分まで

申込書提出先 〒893-8501　鹿屋市共栄町20 -1　鹿屋市総務部総務課人事研修係

●今後の募集予定
　�　市では、上記採用試験のほか、民間企業等職務経験者、資格保有者（土木技師・建築技師）、一般事務（高卒程度）、土木

技師（高卒程度）、看護専門学校専任教員の職種についても募集予定です。
　　なお、各職種ごとの採用試験の詳細については、今後随時、広報誌やホームページ等でご案内します。

問市総務課（３階）　☎ 0994-31-1127

～ 鹿 屋 市 職 員 募 集 ～
一緒につくろう　未来の鹿屋！
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予
約
制
の「
子
宮
頸け
い
が
ん
・ 

乳
が
ん
検
診
」を
実
施

し
ま
す

◎�

日
程
＝
７
月
8
日（
土
）
～
11
日

（
火
）、
7
月
22
日（
土
）
～
７
月

25
日（
火
）

◎�

時
間
＝
９
時
～
16
時（
予
定
）

◎�

場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

◎�

対
象
者
＝
次
の
条
件
を
満
た
す
市

内
に
住
所
を
有
す
る
女
性

○�

子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上

○�

乳
が
ん
検
診
＝
40
歳
以
上

※�

年
齢
は
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）

時
点
の
年
齢

◎�

1
日
あ
た
り
の
定
員

○�

子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
１
７
０
人

○�

乳
が
ん
検
診
＝
１
７
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◎
検
診
費
用
及
び
内
容

◎�

申
込
方
法
＝
次
の
検
査
機
関
へ
電

話
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

○�

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鹿
児

島（
子
宮
頸
が
ん
検
診
）

　

☎
０
９
９ｰ

２
６
７ｰ

６
２
９
２

○
博
愛
会
相さ
が
ら良
病
院（
乳
が
ん
検
診
）

　

☎
０
９
９ｰ

２
２
４ｰ

１
８
２
１

※�

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

の
両
方
を
受
診
希
望
の
人
は
、
い

ず
れ
か
一
つ
の
申
込
先
で
予
約
受

付
が
可
能

※�
相
良
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.sagara.or.jp/

）
又
は
予
約
専

用
サ
イ
ト
か
ら
も
24
時
間
申
込
可
能

◎�

申
込
期
間
＝
５
月
22
日（
月
）
～

６
月
２
日（
金
）

※�

電
話
予
約
は
、
土
・
日
曜
日
を
除

く
９
時
～
17
時
に
受
付

◎�

そ
の
他
＝
乳
が
ん
検
診
受
診
者
及

び
39
歳
ま
で
の
子
宮
頸
が
ん
検

診
受
診
者
は
、
乳
房
超
音
波（
エ

コ
ー
）検
査
を
実
費
で
受
診
可
能

※
費
用
＝
４
，５
０
０
円

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

「
に
こ
に
こ
子
育
て
応
援
教

室
」の
受
講
者
を
募
集

◎
内
容
及
び
日
程

◎
時
間
＝
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※�

日
時
・
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

有
り

◎
場
所
＝
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

◎�
対
象
者
＝
学
生
を
除
く
市
内
在
住

又
は
勤
務
す
る
人

◎
定
員
＝
20
人
程
度

◎
受
講
料
＝
無
料　

※�

材
料
費
１
，
０
０
０
円（
全
７
回

分
）が
必
要

◎�

応
募
方
法
＝
直
接
来
館
又
は
電
話

で
応
募
す
る
か
、
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
性
別
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

号
及
び
子
ど
も
の
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
性
別
・
生
年
月
日
を
記
入
の

う
え
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎
応
募
期
限
＝
５
月
26
日（
金
）　

※�

受
付
時
間
＝
平
日
の
８
時
30
分
～

17
時

◎�

そ
の
他
＝
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
、
決
定
者
の
み
連
絡

問
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー　

　

☎
・
℻
０
９
９
４ｰ

44ｰ

９
０
８
８

　

��kinrokoryu@
zenkei.jp

「
エ
チ
オ
ピ
ア
コ
ー
ヒ
ー 

セ
レ
モ
ニ
ー
」の
参
加
者
を 

募
集

◎�

内
容
＝
コ
ー
ヒ
ー
発
祥
の
地
と
言

わ
れ
て
い
る
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の

コ
ー
ヒ
ー
作
法
を
体
験
す
る
イ
ベ

ン
ト

◎�

日
時
＝
6
月
18
日（
日
）　

10
時

～
12
時
、
14
時
～
16
時

※
い
ず
れ
か
１
回
を
選
択

◎
場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

◎�

対
象
者
＝
中
学
生
以
上
の
人

◎�

参
加
料
＝
7
０
０
円

◎�

定
員
＝
各
回
10
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◎�
応
募
方
法
＝
電
話
も
し
く
は
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎�

応
募
期
限
＝
6
月
11
日（
日
）

問
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

３
２
８
８

　

℻
０
９
９
４-

45-

３
２
５
８

 info@
kapic.jp

「
生
ご
み
の
減
量
及
び
古
紙

類
の
資
源
化
女
性
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集

◎�

活
動
内
容
＝
家
庭
ご
み
削
減
を
目

的
と
し
た
調
査
や
意
見
交
換
等
へ

の
協
力

※�

調
査
内
容
＝
台
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
実
態
・
可
燃
ご
み
の

分
別
状
況    

な
ど

◎�

期
間
＝
平
成
30
年
3
月
31
日（
土
）

ま
で

◎�

対
象
者
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
女
性

◎�

定
員
＝
50
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎�

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
を
直
接
持

参
も
し
く
は
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※�

応
募
用
紙
は
市
生
活
環
境
課
に
お

い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎�

応
募
期
限
＝
6
月
９
日（
金
）

問
市
生
活
環
境
課（
５
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
５

　

℻
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
２

▲�予約サイト
QRコード

Pick up
検診種別 費用 内容

子宮頸がん検診 500円 問診・頚部細胞診

乳がん検診
（40歳～ 49歳） 1,000円 問診・マンモグラフィ

２方向

乳がん検診
（50歳以上） 500円 問診・マンモグラフィ

１方向

回 教室名 期　日
1 わらべうた遊び ６/20（火）
2 楽しく水遊び ７/11（火）
3 リズム遊び ９/12（火）
4 楽しい外遊び 10/17（火）

5 親子でお菓子作り 11/14（火）
　  28（火）

6 クリスマス 12/12（火）
7 節分    1/30（火）
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ま
た
、
キ
ャ
ビ
ン
も
バ
ン
ガ
ロ
ー

と
同
様
に
、
昼
間
の
休
憩
利
用
も
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
、
友
達
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
に
よ

る
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

◎
利
用
料
金

◎�

そ
の
他
＝
休
憩
使
用
に
つ
い
て
は

10
時
か
ら
16
時
ま
で
の
利
用

問
霧
島
ヶ
丘
公
園
管
理
事
務
所

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

２
１
７
０

「
創
業
・
経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

の
受
講
者
を
募
集

◎�
内
容
＝「
今
、
経
営
者
が
考
え
る

べ
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

販
路
開
拓
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー

◎�

講
師
＝
小
林 
裕
典 
氏（
ヒ
ロ
モ

ウ
ェ
ブ
代
表
）

◎�

日
時
＝
６
月
21
日（
水
）　

18
時
～

20
時
30
分

◎�

場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

◎�

対
象
者
＝
中
小
企
業
経
営
者
又
は

創
業
予
定
者

◎�

参
加
料
＝
無
料

◎�

申
込
方
法
＝
電
話

問
日
本
政
策
金
融
公
庫
鹿
屋
支
店

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

５
１
４
１

霧
島
ヶ
丘
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
が
利
用
し
や
す
く
な
り

ま
し
た

　

霧
島
ヶ
丘
公
園
内
に
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
施
設
が
、
月
曜
日
と
年
末
年
始

を
除
き
毎
日
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 お

知
ら
せ

区分 宿泊 休憩

バンガロー
（20人用）
（25人用）

6,500円
※�11人目から１人

650円を追加

2,200円
※�11人目から１人

220円を追加

キャビン
（５人用）

5,400円 1,000円

※料金はいずれも１棟あたり
※月曜日が祝日の場合は、翌日が使用不可▲ キャビン（５人用）

歯と口の健康週間 ～いきいき歯っぴいメモリアル～

№ 医療機関 住所 電話（0994）
1 あおぞら歯科 西原1丁目 36-5688
2 あさい歯科 笠之原町 41-5100
3 安代歯科医院 北田町 42-2936
4 安楽歯科 寿5丁目 44-2220
5 池田病院歯科 下祓川町 43-6468
6 おおやま歯科クリニック 寿4丁目 43-3210
7 おにがはら歯科医院 寿2丁目 40-3340
8 上村歯科医院 田崎町 44-6077
9 貴島歯科医院 札元1丁目 44-5000

10 クリス歯科 白崎町 41-3931
11 けいこ歯科 寿4丁目 40-0418
12 近藤歯科医院 西原4丁目 44-5373
13 さかもと歯科クリニック 寿8丁目 44-2003
14 四季デンタルクリニック 寿4丁目 44-1500
15 重久歯科医院 向江町 42-4470
16 下浜歯科医院 川西町 41-5888
17 すみの歯科医院 寿3丁目 42-2959
18 高須歯科医院 高須町 47-2525

№ 医療機関 住所 電話（0994）
19 武田歯科医院 今坂町 44-1619
20 とおや治歯科クリニック 寿1丁目 40-1811
21 中野歯科医院 共栄町 41-7455
22 中原歯科医院 西原1丁目 43-0088
23 永山矯正歯科医院 西原4丁目 40-1182
24 西の原歯科 打馬1丁目 40-4180
25 根木原歯科 札元1丁目 41-0750
26 はしき歯科医院 寿7丁目 40-4184
27 はまち歯科・小児歯科クリニック 札元2丁目 43-8461
28 はらぞの歯科 下堀町 40-4118
29 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015
30 ひらおか歯科 新川町 41-3060
31 ひらたデンタルクリニック 札元1丁目 45-4929
32 まつもと歯科 白水町 46-3939
33 水口歯科医院 寿2丁目 43-4635
34 八木歯科 白崎町 43-0648
35 吉留歯科医院 旭原町 42-3708
36 四元歯科医院 西原1丁目 42-2687

◎期間＝５月29日（月）～６月３日（土） ◎場所＝下表の各医療機関
●予約制無料歯科健診（各医療機関へ電話で予約）

●歯っぴいスタンプラリー
　◎�内容＝�スタンプラリー、歯科健診、歯みがき指導、かむ力測定、歯の汚れの顕微鏡観察、歯に関するクイズ、

エプロンシアター    など	
※スタンプラリーは３歳以上の人が対象で、スタンプラリー参加者を対象とした抽選会を17時から実施

　◎日時＝６月３日（土）　15:00 ～ 17:30　　◎場所＝リナシティかのや２階ギャラリー　　◎参加料＝無料

●図画・ポスター展
　◎�内容＝「歯と口の健康週間」表彰作品の展示　◎日程＝５月30日（火）～６月12日（月）　　
　◎場所＝リナシティかのや２階ギャラリー　　◎入場料＝無料

問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110

５月29日（月）から６月12日（月）にかけて、歯と口の健康行事を下記のとおり実施します。
生涯健康な口や歯で豊かな生活を送るため、かかりつけ歯科医をもち、年に２回は歯科健診を受けましょう。
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30
分
～

◎�

場
所
＝
平
房
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問�

輝
北
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
０
９
９ｰ

４
８
６ｰ

１
１
１
１

第
11
回
吹
奏
楽 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◎�

内
容
＝
市
内
の
吹
奏
楽
団
体
の
交

流
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、

学
生
か
ら
一
般
の
吹
奏
楽
愛
好
団

体
が
参
加
し
、
吹
奏
楽
な
ら
で
は

の
迫
力
あ
る
音
楽
を
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト

◎�

日
時
＝
６
月
４
日（
日
）　

13
時
～

◎�

場
所
＝
市
文
化
会
館

◎
入
場
料
＝
無
料

問�

市
文
化
会
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

５
１
１
５

い
ん
ぐ
り
っ
し
ゅ
☆
る
～
む

◎�

内
容
＝
英
語
に
興
味
が
あ
る
人
や

英
語
が
好
き
な
人
な
ど
が
自
由
に

英
会
話
を
楽
し
む
交
流
会

◎�

日
時
＝
５
月
24
日（
水
）
～
７
月

12
日（
水
）
の
毎
週
水
曜
日　

16

時
45
分
～
17
時
45
分

※�

６
月
７
日（
水
）と
７
月
５
日（
水
）

を
除
く

◎�

場
所
＝
鹿
屋
体
育
大
学 

大
学
会

館
２
階  

Ｎニ

フ

ス

Ｉ
Ｆ
Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎�

対
象
者
＝
レ
ベ
ル
や
年
齢
を
問
わ

ず
誰
で
も
参
加
可
能

◎
参
加
料
＝
無
料

問�

鹿
屋
体
育
大
学
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
国
重
研
究
室

　

☎
０
９
９
４ｰ

46ｰ

４
８
９
３

ひ
ら
ぼ
う
ほ
た
る
の
里 

「
ほ
た
る
祭
り
」 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

◎�

内
容
＝
平
房
地
区
に
舞
う
ホ
タ
ル

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ
ら
ち
ゃ
ん
・

ぼ
う
ち
ゃ
ん
」
に
よ
る
フ
ラ
イ
ト

式
、
地
元
太
鼓
発
表
会
、
ホ
タ
ル

鑑
賞
会
、
地
元
農
産
物
即
売
会　

な
ど

◎�

日
時
＝
５
月
27
日（
土
）　

18
時

消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ 

自
動
車
を
更
新
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
野
里
分
団
及
び
細
山

田
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
、

浜
田
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

載
車
を
更
新
配
備
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
浜
田
分
団
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
は
、
平
成
28
年
度
特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

を
活
用
し
て
配
備
し
ま
し
た
。

　

最
新
の
消
防
ポ
ン
プ
、
資
機
材
等

を
積
み
込
む
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
充
実
し
た
消
火
活
動
、
ス
ム
ー

ズ
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

問�

市
安
全
安
心
課（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

経
済
産
業
省
は
、
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

６
月
１
日（
木
）
を
調
査
の
基
準
日

と
し
て
、「
平
成
29
年
工
業
統
計
調

査
」を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施

策
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
を
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎�

調
査
対
象
＝
従
業
者
４
人
以
上
の

全
て
の
製
造
事
業
所

◎�
調
査
方
法
＝
5
月
下
旬
に
調
査
員

が
配
付
す
る
調
査
票
へ
記
入

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も

可
能

問
市
情
報
行
政
課（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
５

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

の
ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
、
県
内
水
面
漁

場
管
理
委
員
会
の
指
示
に
よ
り
、
高

隈
ダ
ム
か
ら
下
流
の
、
肝
属
川
水
系

の
本
流
及
び
支
流
で
採
捕
し
た
コ
イ

を
、
そ
の
水
域
や
他
の
川
や
湖
等
に

放
流
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
捕
さ
れ
た
コ
イ
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
採
補
し
た
コ
イ
を
そ
の
場
で
再

び
放
流
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎�

指
示
の
期
間
＝
平
成
30
年
３
月
31

日（
土
）ま
で

問�

市
農
林
水
産
課（
２
階
）

 

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
３

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
業
務
を 

行
っ
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
及
び

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
10
月
31
日（
火
）
ま

で
の
期
間
、
ネ
ク
タ
イ
や
上
着
を
着

用
し
な
い
軽
装
で
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
市
総
務
課（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
７

禁
煙
週
間

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
世
界
禁
煙

デ
ー
で
あ
る
５
月
31
日（
水
）
か
ら

６
月
６
日（
火
）
ま
で
の
１
週
間
を

「
禁
煙
週
間
」と
し
て
普
及
啓
発
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
家
族
や
健

康
を
守
る
た
め
、
ま
た
快
適
な
環
境

で
生
活
す
る
た
め
に
、
た
ば
こ
を
吸

う
こ
と
に
よ
る
健
康
問
題
や
喫
煙
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

イ
ベ
ン
ト

▲�マスコットキャラクター
　「ひらちゃん・ぼうちゃん」

※地域の学校や吹奏楽愛好団体が参加します

▲�平成 28 年度に整備した 
    消防団の消防ポンプ自動車
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「早寝早起き朝ごはん」で５月病予防

　また、食事は一品で済ませるよりも「主食・主菜・副菜」

を組み合わせるよう意識しましょう。偏った食事内容は脳

内の栄養不足を招き、セロトニンが不足しがちになります。

○会話や運動でストレスを解消

　家族や友人、同僚などとのコミュニケーションの機会を

大切にしましょう。また、オフの日は好きなことをしたり

体を動かしたりすることで、ストレスの解消になります。

問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110

   新しい環境で学校生活や仕事を始めた人も多いでしょう。

そろそろ新生活で続いた緊張やストレスから心身の不調、

いわゆる５月病を感じていませんか。

～５月病にならないための予防対策 ～

○早寝早起きして日光を浴びる

　日光を浴びることで、やる気などの感情に作用するセ

ロトニンを安定させることができます。また、眠気を催

してくれるメラトニンは、日光を浴びて約 16 時間後に

分泌が再開します。良質な睡眠をとるために、早起きし

て日光をしっかり浴びながら通勤通学しましょう。

○栄養バランスのとれた食事

　特に朝ごはんは重要です。しっかり脳を覚
かく

醒
せい

させ、１

日のリズムを作りましょう。

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

5月21日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
山路医院 東串良町池之原 63-2134

28日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

６月  4日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

11日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医5月・6月

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

5月21日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 池田病院 下祓川町 43-3434

28日
 前田内科 本町 42-2175
 まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

６月４日
 福田病院 寿3丁目 43-4191
 えとう小児科 札元2丁目 40-3700
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

11日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
５月21日 四季デンタルクリニック 寿４丁目 44-1500

28日 島田歯科 打馬２丁目 44-0180

６月  4日 下浜歯科医院 川西町 41-5888

11日 あさい歯科 笠之原町 41-5100

　※�休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日
はかかりつけの医師などの診療を受けてください。

　　原則として、投薬期間は通常１日分とします。

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119
　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
　※�休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが
あります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。

「みそ玉」で手軽に朝ごはん
　朝ごはんにみそ汁を食べることも多いと思います

が、「みそ玉」を作っておくと、忙しい朝でも手軽に

みそ汁が食べられます。基本的な作り方（10食分）は

①みそ90ｇとかつお節粉20ｇをボウルで混ぜる
②乾燥野菜など、お好みの具を20ｇ加える
③10等分してラップに包む
です。冷蔵庫で約１週間、冷�

凍庫で約１か月保存できます。�

食べ方は、お椀
わん

にみそ玉を入�

れて、お湯を注ぐだけ。

　みそ玉で、手軽にしっかり�

朝ごはん。忙しい朝におすす�

めです。皆さんもぜひ作って�

みませんか。

まちの
保健室

Health Care
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これを
取材して!!

お気に入りの
場所見つけ
ました !!

誰かに聞いて
ほしい話が
あります…

ちょっと
困っている
ことがある
んだけど…

つ

ながる ひろがる
 

場り語のちま

市民の
ひろば

４
月
に
家
族
で
鹿
屋
市
に
転
入
し
ま

し
た
。
広
報
誌
で
ま
ち
の
様
子
を

知
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
多
さ
や
活
気
に
満
ち

た
ご
様
子
、
と
て
も
楽
し
く
思
い
ま
す
。

中
で
も
リ
ナ
シ
テ
ィ
で
の
映
画
が
楽
し
み
で

す
。
ま
た
、
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
に
も
申
し

込
み
ま
し
た
。
お
友
達
が
あ
ら
た
に
で
き

る
と
い
い
な
ぁ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
ち

の
様
子
を
、
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
く
だ
さ

い
ね
。
い
つ
も
広
報
誌
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。（
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
・
36
歳
・
女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
転

入
さ
れ
て
か
ら
早
速
広
報
か
の
や
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
広

報
か
の
や
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
の

様
子
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
記
事
や
、

こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な

ど
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
、
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
リ

ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
の
映
画
情
報
と
特
別
割
引

券
を
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
は
、

３
つ
の
分
野
で
21
種
類
の
講
座
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
講
座
を
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
講
座
を
通
じ
て
新
し
い
お
友
達
が
で

き
る
と
い
い
で
す
ね
。
今
後
も
、
鹿
屋
市

の
情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

遅
い
時
間
ま
で
窓
口
を
開
け
て
下
さ

り
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
窓
口
の

方
の
対
応
も
あ
た
た
か
で
、
市
民
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
資
料
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
鹿
屋
市
民
と
し
て
の
生
活
を
楽

し
も
う
と
思
い
ま
す
。
市
長
、
夜
間
窓
口
の

皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
く

送
り
ま
す
。（
市
民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

よ
う
こ
そ
鹿
屋
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
毎
週
平
日
の
木
曜
日
は
午
後
７

時
ま
で
証
明
書
交
付
等
の
窓
口
業
務
の
延

長
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
３
月
21
日

か
ら
４
月
７
日
ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
、
混

雑
の
解
消
と
待
ち
時
間
等
の
短
縮
の
た
め
、

土
・
日
曜
日
の
臨
時
窓
口
の
開
設
、
平
日
に

つ
い
て
は
、
午
後
７
時
ま
で
住
民
異
動
等

の
窓
口
業
務
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
本
市
で
の
生
活
が
楽
し
い
も
の

に
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

鹿
屋
に
引
っ
越
し
て
来
て
１
年
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
生

活
に
慣
れ
る
ま
で
３
か
月
。
新
し
い
友
達
が

で
き
て
半
年
。
今
で
は
、
１
歳
８
か
月
に
な

る
娘
も
近
く
の
公
園
で
た
く
さ
ん
の
お
友

達
と
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
１
年
、
鹿
屋
の
街
で
お
世

話
に
な
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
は
る
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
・
43
歳
・
女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鹿
屋

に
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
て
か
ら
の
１
年
間
が

充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
新
し
い
土
地
で
生
活
に
慣
れ

る
ま
で
の
３
か
月
は
、
大
変
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
８
か
月
で
鹿
屋

に
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
た
娘
さ
ん
も
、
今
で

は
１
歳
８
か
月
に
な
ら
れ
、
こ
の
鹿
屋
の
地

で
つ
か
ま
り
立
ち
を
覚
え
ら
れ
、
公
園
で
た

く
さ
ん
の
お
友
達
と
駆
け
回
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
様
子
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
１
年
、
娘
さ
ん
と
一
緒
に
新
し
い
発
見

を
重
ね
な
が
ら
、
多
く
の
出
会
い
を
楽
し
み

に
鹿
屋
で
の
生
活
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

遺
産
相
続
の
謄
本
等
書
類
関
係
の
た

め
、
何
度
も
市
役
所
に
足
を
運
び

ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
で
す
べ
て
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
不
安
で
し
た
が
、
毎
日
、
親

切
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
市
民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

相
続
関
係
書
類（
戸
籍
謄
本
等
）の
準
備

は
、
複
雑
で
、
難
し
い
も
の
で
あ
る
と
お
察

し
し
ま
す
。
お
客
様
へ
の
聴
き
取
り
で
不
必

要
な
書
類
を
交
付
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、
必

要
な
書
類
を
も
れ
な
く
交
付
で
き
る
よ
う

に
対
応
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

感
謝
の
直
行
便
を
い
た
だ
き
、
我
々
職
員

一
同
、
職
務
を
全
う
す
る
上
で
、
と
て
も
励

み
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
お
客

様
の
不
安
が
解
消
さ
れ
て
、
満
足
し
て
帰
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
親
切
丁
寧
な
対
応
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

お
客
様
と
接
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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お手数ですが

切手をお貼り

ください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

広報誌への感想や、市へのご意見の
ほか、地域のイベントや出来事、お
勧めスポットなど多くの情報もお寄せ
ください。お便りをいただいた方の
中から、抽選で特産品等をプレゼン
トしています。たくさんのご応募をお
待ちしています！
※�掲載時に、原稿の一部を手直しする

場合もございます。

〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課

「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを
募集しています

№273

応募〆切　６月12日（月曜日）

「おおすみハナマルシェ」でも味わえる「やました珈琲」（寿５丁目） 
の「ドリップコーヒーバッグ」８個セットを３名にプレゼントします。「や
ましたコーヒー」の「ドリップコーヒーバッグ」は、自家焙

ばい

煎
せん

の新鮮な
コーヒー豆を使用して作られた香り豊かなコーヒーバッグ。プレゼン
ト用にかわいらしく箱詰めされています。

市民のひろばにお便りをくださった方の中から

やました珈
コー

琲
ヒー

の「ドリップ 
コーヒーバッグ」８個セットを 
プレゼントします。

※当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

5Present

松ま
つ

本も
と 

功こ
う

次じ

郎ろ
う 

隊
員

今
回
の
報
告
者

　私は吾平町の「美
うまし

里
さと

吾平コミュニ
ティ協議会」に所属し、神野町内会を
活動の中心にしています。
　神野町内会では「吾平富士」や「自然
公園」を活用した催しや特産品の開発、
神野以外では、商店街を中心とした催しや町内の伝統行事など
の運営補助と広報を行っております。
　神野地区をはじめ、吾平町はいろいろな可能性を秘めている
と思います。ここには美しい自然があり、素晴らしい人々がい
ます。きっと素敵な町になります。これからどんどん盛り上がっ
ていく吾平町に、注目してくださいね。

かのや活動レポート vol.20

おおすみ
ハナマルシェ
☎ 080-3370-3074
　（隈﨑）
※�次 回 開 催 日 は

未定
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編  集  後  記

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

 スポットライト
    ～地域で頑張

る人たち～

す
て
っ
ぷ

す
て
っ
ぷ
は
、鹿
屋
小
学
校
の

保
護
者
を
中
心
に
、平
成
15

年
5
月
に
発
足
し
ま
し
た
。小
学
校

な
ど
で
の
読
み
聞
か
せ
活
動
を
通
し
、

子
ど
も
の
見
守
り
を
実
践
す
る
約
10

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

小
学
校
で
の
週
に
一
度
の
朝
の
読

み
聞
か
せ
活
動
で
は
、善
悪
の
判
断

や
、優
し
い
心
を
育
ん
で
も
ら
う
よ

う
に
、残
酷
な
場
面
が
あ
っ
て
も
隠

さ
ず
、本
が
伝
え
た
い
こ
と
を
読
ん

で
い
ま
す
。ま
た
、絵
本
だ
け
で
な
く
、

科
学
に
関
す
る
本
や
紙
芝
居
な
ど
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
に
読
み
聞
か
せ

る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　

す
て
っ
ぷ
に
は
、読
み
聞
か
せ
だ
け

で
な
く
、見
守
り
と
い
う
役
目
も
あ
り

ま
す
。 

学
校
に
通
う
こ
と
で
、実
際

に
教
室
内
の
雰
囲
気
を
感
じ
、直
接

子
ど
も
た
ち
の
顔
や
反
応
を
見
ま
す
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
依
頼
が
あ

れ
ば
、幼
稚
園
や
病
院
、図
書
館
等
で

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
活
動
し
ま
す
。そ
の

際
に
は
、人
形
劇
や
ク
イ
ズ
も
行
い

ま
す
。使
用
す
る
道
具
の
ほ
と
ん
ど

は
、自
分
た
ち
で
手
作
り
し
た
も
の
。

著
作
権
に
関
す
る
手
続
き
や
脚
本
作

り
も
メ
ン
バ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
榎え
の
き

屋や

智ち

恵え

美み

さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
思
い
や

り
の
種
ま
き
で
す
。私
も
親
に
読
み

聞
か
せ
を
し
て
も
ら
い
、見
守
ら
れ

て
育
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。子

ど
も
た
ち
に
も
同
じ
こ
と
を
し
て
あ

げ
た
い
。そ
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
ど

の
よ
う
な
花
を
咲
か
せ
て
、ま
た
次

の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
の
か
、

楽
し
み
で
す
」

手作り人形劇の１コマ（左）。和気あいあいとした楽しい雰囲気が、子
どもたちの手作り感謝状（右）からも伝わる。

読
み
聞
か
せ
に
よ
る

 
　
　
　
　 

思
い
や
り
の
種
ま
き

No.5

小学校での朝の読み聞かせ。子どもたちは絵本の世界に様々な表情を見
せる。悲しい話では、泣き出す子もいる。

子どもたちに負けない笑顔と明る
さを持つ、すてっぷのメンバー。男
性の参加も募集中。

久々に田の神像巡りをして、田
の神像の面白さを改めて感

じました。庶民の願いによって建
てられた田の神像は、周囲の変化
をずっと見守ってきました。これか
も大事にしたいですね。（前田）

３の３乗 から、43,252,003,274, 
489,856,000 パターンになる

らしい、あの立方体パズル。それだ
けの柔軟さと、パターン数を計算
できる頭脳が、広報誌づくりのため
に欲しい今日この頃です。（原田）

４月から広報担当になりました。
読んでいただいた方に、市を

より好きになったと言ってもらえる
ような情報を発信していきたいで
す。広報誌を代々作られてきた先
輩方、御指導お願いします。（櫛下）

鹿
屋
小
学
校

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

Kanoya City Public Relations  26



社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
は
牛
や
馬
の

力
で
、
深
さ
60
ｍ
以
上
の
井
戸
か
ら

水
を
汲
み
上
げ
た
そ
う
で
、
場
所
に

よ
っ
て
は
、
１
０
０
ｍ
以
上
掘
っ
て

も
水
源
に
た
ど
り
着
か
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
時
代
後
半
に
は
、
竹
で
水
源

地
か
ら
水
を
運
び
、
石
造
り
の
貯
水

槽
に
貯
め
て
使
う
、
延
長
約
８
㎞
の

『
竹
管
水
道
』
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
う
や
く『
水
道
』
が
敷

設
さ
れ
た
と
は
い
え
、
悪
臭
が
ひ
ど

く
、
飲
む
の
に
は
向
か
な
い
水
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

大
正
14
年
に
よ
う
や
く
、
金
属
管

に
よ
る
水
道
敷
設
に
着
手
、
そ
し
て

昭
和
2
年
に
、
悲
願
の
近
代
的
な
水

道
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
喜
び
を

先
人
た
ち
は
、『
と
こ
し
え
に 

恵め
ぐ
みの

霧
や 

潤
わ
ん 

笠
野
原
は 

開
け
開
け

て
』と
詠よ

ん
で
い
ま
す
。

　

昭
和
37
年
着
工
の
、
国
営
第
1
号

の
畑
地
か
ん
が
い
事
業
で
は
、
高

隈
ダ
ム
整
備
と
と
も
に
、
総
延
長

６
８
０
㎞
・
最
大
直
径
１
．
35
ｍ
の

パ
イ
プ
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
資
料

館
に
は
、
水
の
流
れ
を
制
御
す
る
制

水
弁
を
展
示
し
て
い
ま
す（
写
真
）。

こ
の
直
径
が
最
大
０
．７
ｍ
で
す
の

で
、
笠
野
原
台
地
に
敷
設
さ
れ
た
パ

イ
プ
の
大
き
さ
が
分
か
り
ま
す
。

　

笠
野
原
台
地
の
水
源
確
保
は
、
世

紀
を
超
え
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
を

残
す
の
が
私
の
役
目
で
す
。
資
料
館

に
は
、
当
時
実
際
に
水
道
で
使
っ
た

設
備
や
、
大
正
か
ら
昭
和
の
水
道
工

事
の
写
真
な
ど
を
主
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
先
人

た
ち
の
苦
労
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
」

　

市
の
農
業
を
支
え
る
笠
野
原
台

地
。
今
で
は
豊
富
な
水
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
約
90
年
前
ま
で
は
、

農
業
用
水
は
も
と
よ
り
、
飲
み
水
の

確
保
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
、

水
源
確
保
は
江
戸
時
代
か
ら
の
課
題

で
し
た
。
そ
ん
な
、
笠
野
原
台
地
に

お
け
る
水
源
確
保
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
る
の
が
、
笠
野
原
開
発
資
料
館

で
す
。
今
回
は
、
平
成
２
年
に
資
料

館
を
自
ら
整
備
し
た
、
館
主
の
安
藤

一
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
笠
野
原
台
地
開
発
の
歴
史
は
、

約
３
０
０
年
前
、
江
戸
時
代
ま
で
さ竹管水道の貯水槽で使用した石材

人力で水道用金属管を運搬

笠
野
原

開
発
資
料
館

↑至 上高隈町

↓至 東原入口交差点

垂水堀
バス停

垂水堀
バス停

㈲安藤製茶
工場

笠野原
開発資料館

下高隈町5049
☎0994-44-8508

安
藤 

一
夫 

さ
ん

笠
野
原
開
発
資
料
館 

館
主

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の
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ペット葬祭・霊園
夢 眠
む ー みん

お問い合わせ・ご相談は

（有）池田大仏堂グループ
〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）

http://kanoya-pet.com/http://kanoya-pet.com/

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

たくさんの思い出を
ありがとう。
たくさんの思い出を
ありがとう。

☎0994-45-3400☎0994-45-3400

■お問い合わせは

南日本新聞社
さん

藏屋酒店さん

新生社印刷

新生社印刷
第二工場

リッチモンド
さん

旧社屋
●● ●

●

看板屋移転のご案内
移転しました!!
下記の新生社印刷 第二工場へ移転致しました。

新生社印刷は、南九州の業界で
唯一のISO27001（ISMS）認証
取得企業です。すべての印刷物を
安心してお任せください！

認証取得
鹿屋・鹿児島・宮崎・ここまる 認定  情報セキュリティマネジメントシステム

私たちはお客様の大切な情報をお預かりする責任と情報資産の保護義務
の観点から、情報セキュリティマネジメントに取り組んでおります。

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34　
TEL 0994（43）2238（代）

URL http://www.shinsei-p.co.jp　E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

ISO27001
ISO 27001

認証取得
（鹿屋・鹿児島・宮崎・ここまる）

認証NO  DAS 53739204/21/l

家族葬の池田屋

24時間
対応

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町 108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町 14042-8　株式会社  Ligare

☎0994-44-4440
0120-418-844

☎0994-43-2238
鹿児島県鹿屋市札元1-22-34お気軽にお問い

合わせください

オリジナルマグカップオリジナルマグカップ
１個からご注文できます !!

ミニサイズ
（子ども用）

通常サイズ

9.5㎝

7.5㎝

プレゼントや
ご自分用に !

使い方
いろいろ
あります!!

お気に入りの
写真で !

ご注文の流れ
①文字原稿・お写真をご用意ください。
　プリント写真・SD・USB・CD
　メールでも OK です。

② マグカップのサイズをお選びください。
２種類ご用意しています。

③お預かりした原稿を元に作成します。

④写真・文字を確認。

⑤マグカップ出来上がり !!

▼

▼

▼

▼

出来あがり前を
確認できます !!

E-mail :kan@shinsei-p.co.jp

平
成

29年
５

月
12日

発
行

　
№

273　
（

通
常

版
13日

・
お

知
ら

せ
版

28日
発

行
）

発
行

／
鹿

屋
市

　
編

集
／

市
長

公
室

政
策

推
進

課

広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市政策推進課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱新生社印刷

☎ 0994-43-2238
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0994-63-3111


	PDF_A4_Part01
	PDF_A4_Part02
	PDF_A4_Part03
	PDF_A4_Part04
	PDF_A4_Part05
	PDF_A4_Part06
	PDF_A4_Part07
	PDF_A4_Part08
	PDF_A4_Part09
	PDF_A4_Part10
	PDF_A4_Part11
	PDF_A4_Part12
	PDF_A4_Part13
	PDF_A4_Part14
	PDF_A4_Part15
	PDF_A4_Part16
	PDF_A4_Part17
	PDF_A4_Part18
	PDF_A4_Part19
	PDF_A4_Part20
	PDF_A4_Part21
	PDF_A4_Part22
	PDF_A4_Part23
	PDF_A4_Part24
	PDF_A4_Part25
	PDF_A4_Part26
	PDF_A4_Part27
	PDF_A4_Part28

